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粉体塗料のブロッキングにご注意を

妹脊　学 *

トピックス

　昨年 7月 27日、アントニオ・グテーレス国連事務
総長が「地球温暖化の時代は終わり、地球沸騰化の時
代が到来した」と警鐘を鳴らし、各国政府や企業のリー
ダーに気候変動対策を強化させ、その対策を加速させ
るよう促した。
　地球沸騰化とは、2023 年 7月の世界の平均気温が
観測史上最高となる見通しから生まれた言葉で、いま
まで定着していた「地球温暖化」よりも懸念される状
況であるとされている。
　日本も例外ではなく（図１）脚注1）、このまま地球沸

騰化が続けば、企業にとっても異常気象での経営リス
クが増えるともされている。
　このような背景から、カーボンニュートラルや
SDGsの観点で有機溶剤を使用せず、塗装物に塗着し
なかった塗料を回収して再利用できる粉体塗装が塗装
業界において注目されており、各塗料メーカーではバ
イオマス樹脂塗料の開発や低温焼付化検討などが行わ
れている。
　粉体塗料を使用するにあたって、気温上昇で懸念さ
れることはブロッキングである。ブロッキングとは粉

*久保孝ペイント株式会社　社長付　特命担当部長

図１　日本の夏平均気温偏差

脚注1）	引用：気象庁資料 日本の夏（６～８月）平均気温偏差
の経年変化（1898～ 2023年）

	 https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/temp/sum_jpn.html
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体塗料粒子同士が付着しあって塊状になることで、指
で掴めないソフトなものからハードなものがある。
　ブロッキングを起こしてしまうと流動性不良やス
ピットの原因になり、塗装不良や塗膜外観不良を起こ
す要因になる。また、場合によってはブロッキングし
た塗料を廃棄せざるをえないこともあるのでカーボン
ニュートラルやSDGsの環境配慮とは逆行することに
なる。
　これから暑さが一段と増してくる季節になるが粉体
塗料の取り扱いに注意して、安全で安心して塗装作業
ができるように心がけて欲しい。

粉体塗料の配送時や保管時の注意事項
1. 配送時の注意事項
・	車内や荷台は十分に冷やし、直射日光を避ける
・	荷台などで直射日光が当たる場合は製品にシート
を被せる
・	荷台床面へはすのこや断熱マットなどの断熱材を
敷き、輸送車のマフラー上部の荷台への直置きは

避ける
・	アスファルトやコンクリートなどの地面への直置
きは避ける
・	長時間にわたってエンジンを止めた状態で車内に
放置しない
・	日中の駐車は荷台・車内が高温になるので、配送
時は途中で昼食時間などを挟まず直行する
・	朝夕の比較的気温の低い時間帯に配送する
2. 保管時の注意事項
・	高温・多湿な場所は避ける
・	保管温度は各塗料によって異なるが、30℃以下、
望ましくは 25℃以下がよい
・	直射日光の当たらない場所に保管する
・	照明灯付近は熱くなりやすいので避ける
・	床面への直置きは避け、パレットやすのこなどの
上に密閉して保管する
・	お盆休みなどの長期休暇の前に塗料タンク（塗料
搬送経路の配管類内含む）の塗料を抜き取り、密
閉して保管庫で保管する




